
平成17年度　9月補正予算の概要

伊 万 里 市

平 成 17 年 9 月
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△ 2,123,211

増 減 額 増 減 率

平 成 16 年 度 同 期 比

％千円

予 算 規 模 （ 一 般 会 計 ）

平成１７年９月補正の概要

千円

基　本　方　針

18,796,618 527,990 21,447,819

　今回の補正予算は、歳入において普通交付税の確定に伴う減額のほか、平成１６年度決算に

伴う繰越金等を計上し、歳出において６月補正後に決定した補助事業や交付金事業、全国高等

学校女子ソフトボール選抜大会開催事業、啓成中学校夜間照明施設整備事業、災害復旧事

業、県営事業負担金など､当面急を要する一般経費を計上した。

平 成 １ 7 年 度
現 計 予 算 額

平 成 17 年 度
9 月 補 正 額

平 成 1 6 年 度
9月補正後予算額

千円

平 成 1 7 年 度
9月補正後の額

千円

19,324,608

千円

△ 9.9

－1－
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21

100.0 △ 2,123,211 △ 9.9歳 入 合 計 19,324,608 100.0 21,447,819

3.2 △ 107,829 △ 15.7

市 債 1,210,100 6.3 2,105,500 9.8 △ 895,400 △ 42.5

諸 収 入 577,576 3.0 685,405

2.3 24,141 4.9

繰 越 金 144,981 0.8 127,282 0.6 17,699 13.9

繰 入 金 520,199 2.7 496,058

1.2 △ 173,481 △ 69.9

寄 附 金 1,714 0.0 5,471 0.0 △ 3,757 △ 68.7

財 産 収 入 74,844 0.4 248,325

12.2 △ 65,853 △ 2.5

県 支 出 金 1,243,507 6.4 2,161,744 10.1 △ 918,237 △ 42.5

国 庫 支 出 金 2,556,161 13.2 2,622,014

2.1 6,664 1.5

使 用 料 及 び 手 数 料 318,903 1.6 324,288 1.5 △ 5,385 △ 1.7

分 担 金 及 び 負 担 金 445,964 2.3 439,300

27.1 △ 163,800 △ 2.8

交通安全対策特別交付金 12,944 0.1 11,361 0.1 1,583 13.9

地 方 交 付 税 5,641,338 29.2 5,805,138

0.6 △ 4,891 △ 3.6

地 方 特 例 交 付 金 148,769 0.8 148,769 0.7 0 0.0

自 動 車 取 得 税 交 付 金 132,000 0.7 136,891

2.8 0 0.0

特 別 地 方 消 費 税 交 付 金 0 0.0 1 0.0 △ 1 △ 100.0

地 方 消 費 税 交 付 金 607,659 3.1 607,659

2.0 158,153 36.3

利 子 割 交 付 金 12,400 0.1 43,300 0.2 △ 30,900 △ 71.4

地 方 譲 与 税 594,297 3.1 436,144

構成比 増減額 増減率

市 税 5,071,452 26.2 5,033,369 23.5 38,083 0.8

３　一般会計９月補正後予算額の対前年度比較表（一般会計）

（歳入） （単位：千円、％）

　　　款　　　　　　　　　　　　　年度

平 成 17 年 度 9 月 補 正 後
(A)

平 成 16 年 度 9 月 補 正 後
(B)

比 較
(A) － (B)

金額 構成比 予算額

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

7,300

2,500

0.0

0.0

7,300

2,500

0.0

0.0

0.0

0.0

0

0

－2－
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8

9

10

11

12

13

14

歳 出 合 計 19,324,608 100.0 21,447,819 100.0 △ 2,123,211 △ 9.9

0.0 0 0.0

予 備 費 30,000 0.2 30,000 0.1 0 0.0

諸 支 出 金 6 0.0 6

0.4 14,380 17.4

公 債 費 2,162,393 11.2 2,920,181 13.6 △ 757,788 △ 26.0

災 害 復 旧 費 97,174 0.5 82,794

4.1 △ 69,771 △ 8.0

教 育 費 1,900,076 9.8 1,849,828 8.6 50,248 2.7

消 防 費 804,050 4.2 873,821

1.6 31,466 9.1

土 木 費 2,304,227 11.9 2,482,574 11.6 △ 178,347 △ 7.2

商 工 費 378,790 2.0 347,324

0.3 △ 577 △ 0.8

農 林 水 産 業 費 971,953 5.0 1,876,769 8.8 △ 904,816 △ 48.2

労 働 費 71,636 0.4 72,213

28.5 △ 48,665 △ 0.8

衛 生 費 1,659,792 8.6 1,742,440 8.1 △ 82,648 △ 4.7

民 生 費 6,058,778 31.3 6,107,443

1.3 △ 2,984 △ 1.1

総 務 費 2,606,862 13.5 2,780,571 13.0 △ 173,709 △ 6.2

議 会 費 278,871 1.4 281,855

　款　　　　　　　　　　　　　　　　　年度

平 成 17 年 度 9 月 補 正 後
(A)

平 成 16 年 度 9 月 補 正 後
(B)

比 較
(A) － (B)

金額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

（歳出） （単位：千円、％）

－3－



●･･････新規事業

特定財源 一般財源

千円 千円 千円

発展
各種訪問団交流事
業

1,173

先端
都市

　各行政区が行う防犯灯の設置に対し、補助金を

交付する。

・補助金交付基準　防犯灯1基の設置事業費の

　　　　　　　　　1／2 （上限25,000円）

・補助金申請総額　78行政区 145基 1,859千円

・当初予算計上額　　　 　　　　　1,000千円

・今回補正額　　　　　　       　　859千円

1,173

　大連市政府機関等への公式訪問を行い、経済交

流や学術交流といった幅広い交流の推進を図ると

ともに、同時期に大連で開催予定の伊万里梨、伊

万里焼の販売フェアを後押しすべく、官民一体と

なってトップセールスを行い、伊万里ブランドの

振興を図る。

・報償費　　　　　　　　　　　　  100千円

・旅費    　　　　　　　　　　  　662千円

・需用費　　　　　　　　　　　　　157千円

・委託料等　　　　　　　　　　　　254千円

防犯灯設置費助成
事業

新財務会計システ
ム運用事業

　平成18年度以降の予算編成作業について、今年

10月から本格的に新しい支援システムを活用する

ため、機能の追加、見直しを行う。

財 源 内 訳キー
ワード

その他

安心

総　務　費

859

2,520

説 明事 業 費

（寄）
48

　食のまちづくり推進計画に基づき「伊万里産」

ののぼり旗製作等の一部に活用する。

・財源（寄附金）　四季の館「茶屋の会」

・設置個所　　　　農産物直売所､農産物加工所､

　　　　　　　　　飲食店、旅館等

その他

活力
食を活かしたまち
づくり事業

48

　介護保険制度の改正に伴いシステムの改修が必

要なため、その経費に対し負担する。

・支出先　　　広域市町村圏電子計算センター

・負担額　　　　　　　　　　　　2,426千円

４　事　　業　　概　　要
（一般会計）

2,426基幹業務運営事業 2,426

事 業 名

859

2,520

- 4 -



特定財源 一般財源

千円 千円 千円

千円 千円 千円

3,300

　従来の「童謡まつり」の名称を変更し、保育会

等による実行委員会主催として開催される当該事

業を支援する。

・交付先　心ふれあい・うたフェスタ２００５

　　　　　実行委員会

・補助金　370千円

　公立保育園（6園）の施設設備修繕及び伊万里

保育園シロアリ対策床改修工事を行う。

・修繕料　　　  103千円

・工事請負費　3,877千円

・原材料費　　　105千円

・備品購入費　　122千円

370

説 明事 業 費

　東山代児童クラブが校舎から離れた場所にある

ため、クラブ専用のトイレを建物内に設置するこ

とにより子供たちの利便性を図る。

・工事請負費　3,300千円

財 源 内 訳

△ 54,623

　障害児発達支援センター（ひまわり園）をより

優しく、安全安心な施設とするため、木造による

整備を検討するなど計画を見直し（平成１７年度

建設→平成１８年度建設）、本年度は基本設計、

先進地調査を行うこととし、工事請負費、備品購

入費等を減額する。

　　　　　　　（当初）　　　（９月補正後）

・委託料　　　1,943千円　→　　1,129千円

・工事請負費 52,946千円　→　　　　0千円

・備品購入費 　 679千円　→　　　　0千円

・その他　　　　229千円　→　　　 45千円

（起）
△54,900 277

事 業 名

障害児発達支援セ
ンター整備事業

留守家庭児童クラ
ブ管理運営事業

キー
ワード

安心

先端
都市

民　生　費

3,300

安心

安心

安心

安心

衛　生　費

4,2074,207

●
心ふれあい・うた
フェスタ２００５
支援事業

公立保育園管理運
営事業

370

●
新病院整備可能性
調査事業

3,467 3,467

　中核的病院の整備について、医療需要や将来の

患者数を推計し、新病院の規模や建設費、運営

費、事業収支等の調査を行う。

・先進地視察旅費ほか　　　　　　 67千円

・新病院整備可能性調査委託料　3,400千円

- 5 -



特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳
事 業 名

キー
ワード

先端
都市

千円 千円 千円

千円 千円 千円

（県）
1,542 463

　耕種農家と畜産農家の連携を図り、資源循環型

農業を推進するために必要な堆肥散布機導入に対

して助成する。

・実施主体　ＪＡ伊万里

・補助率　　県1／3　市1／10

163

　担い手の育成・確保、認定農業者等が行う経営

改善の取り組み、集落営農の促進等を推進する

「伊万里市担い手育成総合支援協議会」への支援

と事業の円滑な推進を図るための連絡調整等を行

う。

※Ｈ16まで農業経営体活性化事業としての国の補

　助事業だったが、Ｈ17から認定農業者等担い手

　育成対策としての「強い農業づくり交付金」事

  業に移行したため、当初計上していた「担い手

  総合支援事業」を組替え、新規に「担い手総合

  支援推進事業」を創設する。

●
耕畜連携・資源循
環型農業推進事業

2,005

1,723

　計画給水人口20人以上の小規模水道等施設整備

に対し補助を行い、安定した飲料水の確保の支援

を行う。

・補助金　　　4,925千円×35％≒1,723千円

・補助内容　　小規模水道施設増設工事

・交付先　　　北野地区（松浦町東分）

・給水人口･世帯　37人、9世帯

安心
●
地域保健推進特別
事業

1,506
（国）
1,506

　健康づくり体操を創作し、普及を図るととも

に、郷土の伝統食の紹介やレシピ（調理法）集を

作成するなど、「運動と食」の視点からの健康づ

くりを推進する。

①健康づくり体操創作・普及事業　　　650千円

②健康づくり体操リーダー育成事業　　 39千円

③健康づくり体操教室開催事業　　　　186千円

④高齢者等の健康ふれあいメニュー（伝統食等）

　作成・普及事業　　　　　　　　　　631千円

500

　受益戸数が概ね10戸以上で、国、県からの助成

がなく共同施工により実施される小規模下排水路

整備に対し補助を行い、安定した生活環境の維持

を図る。

・補助金　　　1,170千円×1／2≒500千円

　　　　　　　　　　　　　　（上限500千円）

・補助内容　　下排水路補強工事

・交付先　　　浦地区（波多津町）

・受益戸数　　19戸

安心
●
小規模水道等施設
整備事業

安心
●
小規模下排水路整
備事業

500

1,723

農林水産業費

活力
●
担い手総合支援推
進事業

186
（県）

23

活力

- 6 -



特定財源 一般財源
説 明事 業 費

財 源 内 訳
事 業 名

キー
ワード

先端
都市

千円 千円 千円

千円 千円 千円

20,000 20,000

　国・県の採択基準に適合しない農道舗装、水路
改良等の小規模な土地改良事業に対して補助す
る。
（補正後）　（既決）　　（補正額）
30,000千円－10,000千円＝20,000千円

安心 ため池等整備事業 24,150

（分）
6,037

（起）
16,300

1,813

○県営事業負担金　老朽ため池５地区

　・総事業費　120,750千円

　・負担区分　国：60,375千円

　　　　　　　県：36,225千円

　　　　　　　市：24,150千円

活力
小規模土地改良事
業

活力
●
農免農道整備事業

8,400
（起）
7,500

　6／7及び7／11に陥没孔が発生し、特定鉱害(浅

所陥没等)であることが確認されたため、復旧工

事を行う。

・6／7　 東山代町大久保（畑の陥没）

・7／11　波多津町木場（田の陥没）

安心
●
海岸保全事業

2,000

900

○県営事業負担金　２地区

　・総事業費　94,500千円

　・負担区分　国：47,250千円

　　　　　　　県：38,850千円

　　　　　　　市： 8,400千円

2,000

○県営事業負担金　高潮対策１地区

　・総事業費　40,000千円

　・負担区分　国：20,000千円

　　　　　　　県：18,000千円

　　　　　　　市： 2,000千円

1,443

○県営事業負担金　余水吐復旧１地区

　・総事業費　5,768,280円

　・負担区分　国：2,884,140円

　　　　　　　県：1,442,070円

　　　　　　　市：1,442,070円

安心
●
特定鉱害復旧事業

安心
●
農業水利施設予防
保全事業

1,443

7,480
（諸）
7,480

商　工　費

活力
●
「にっぽん丸」歓
迎式典開催事業

70 70

　観光客船「にっぽん丸」の伊万里市への初寄港

に際し、歓迎式典を開催する。

・寄港期日　平成１７年１０月２６日（水）

・寄港場所　伊万里港久原埠頭

・歓迎式典　歓迎あいさつ（市長）

　　　　　　花束贈呈（船長外3人）

　　　　　　記念プレートの贈呈（交換）

　　　　　　記念品の贈呈（特産品等）

 （出港時） 至誠龍神太鼓演奏

            (伊万里農林高校)

- 7 -



特定財源 一般財源

千円 千円 千円

12,65057,250

　市内全域の市道の維持管理に要する経費を追加

する。

                （当初）　　（9月補正後）

・委託料　　　11,605千円　⇒　12,605千円

・工事請負費　40,000千円　⇒ 110,000千円

・原材料費　　17,000千円　⇒　26,000千円

・用地購入費　　 287千円　⇒　　 747千円

80,460安心

活力

市道整備事業

80,460

●
県営事業負担金

キー
ワード

活力

土　木　費

先端
都市

説 明事 業 費

　市単独事業で予定していた市道改良事業につい

て、地域再生基盤強化交付金事業における道整備

交付金を活用し実施する。

・道整備交付金　　　事業費の1／2

　また、市単独の市道改良事業について、新たに

２路線を追加し実施する。

市道改良事業

　市道上分・小石原線（改良延長500ｍ）

　・測量設計委託料　　4,000千円

　市道大川野・長野線（改良延長200ｍ）

　・測量設計委託料　　1,500千円

財 源 内 訳
事 業 名

道路維持事業

○道路新設改良費

・道路改築　　２路線　　 　15,750千円

○河川改良費

・水辺空間創出事業　　　　　5,000千円

　（大川内山地区）

○街路事業費

・地方特定街路整備事業　　 36,500千円

17,500

（国）
20,000
（起）

△1,200

△1,300

（起）
44,600

（千円）

9月補正後

事業費
財源内訳

交付金 起債 一財

起債 一財

路線名
事業費

財源内訳

800

1,200

800

400

3,200

12,000

6,000

4,000

28,000合　　計 18,000 10,000

古賀・正力坊線 4,000

4,500 1,500

重橋・中山線 9,000 3,000

下平２号線

立岩・東分線 4,500 1,5006,000

当初

10,000 5,000 4,200

15,000 7,500 6,300

10,000 5,000 4,200

5,000 2,500 2,100

40,000 20,000 16,800

路線名

立岩・東分線

重橋・中山線

下平２号線

古賀・正力坊線

合　　計
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特定財源 一般財源
キー

ワード
先端
都市

説 明事 業 費
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

61

4,600
（起）
3,300 1,300

1,100

32
都市公園整備事業
（単独）

126

都市計画道路整備
事業
（陣内白野線）

126

安心

安心
市営住宅維持補修
事業

安心
●
伊万里津大橋大壺
補修事業

　昭和61年に伊万里津大橋に設置された古伊万里

絵柄の大壺２基について、経年劣化により壺台と

壺、壺と壺蓋の接合コーキング材に隙間が生じ雨

水が浸入している状況であることから、コーキン

グ材の充填並びに架台の補修を行う。

都市計画道路整備
事業
（大坪木須線）

（起）
△7,000

活力

61

活力

安心
●
防空壕対策事業

　本年度の用地取得について、山間部（山林・農

地）を主に予定していたが、起点側に位置する用

地の取得交渉が予定より早くできたことにより不

足する用地費を追加する。

　戦後６０年以上放置された状態にある防空壕に

ついて、市民の安全確保並びに公共的指導により

設置されたという経緯から、安全対策のための看

板を設置する。

・防空壕数　　　２５箇所

5,400 12,400

　次年度予定の工事区間に位置する既存橋りょう

改修に係る実施設計費及び一部工事費を追加する

とともに、用地費と補償費の組換えを行う。

　伊万里ファミリーパーク（仮称）の愛称募集に

係る選考委員会について、市民の中から公募にて

３人の委員を選出し実施するために必要な経費を

追加する。

　市営住宅の安全点検を行った結果、庇部分の鉄

筋腐食により外壁コンクリート部分が膨張し亀裂

が入っている箇所があり、剥離によるコンクリー

ト落下が懸念されるため、落下防止工事を行う。

（対象市営住宅）

　立岩市営住宅　　　　17箇所      計41箇所

　楠久第２市営住宅　  11箇所

　大久保市営住宅　　　13箇所

32

1,100

（千円）

項目

本工事費

当　初

測量試験費

0

0

用地費 115,153

9月補正

補償費 2,847

11,680

6,773

事務費 0

合　計 118,000

507
5,400

△ 19,573

6,013

合　計

11,680

6,773

95,580

8,860

507

123,400

（千円）
項目

本工事費

当　初 9月補正 合　計

00 0
測量試験費

用地費

補償費

事務費

合　計

0

12,585

0

15

12,6008,000 4,600

0

7,900

100

0

0

4,685

△ 100

15
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特定財源 一般財源
キー

ワード
先端
都市

説 明事 業 費
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

千円 千円 千円

1,588

（国）
50,552
（起）
60,200

●
地域住宅交付金事
業

112,340安心

　老朽化が著しい市営住宅について、今年度から

創設された地域住宅交付金制度を活用し補修工事

等を行う。

・事業場所　　立花市営住宅（４棟系統）

・事業内容　　外壁落下防止及び外壁塗装、屋

　　　　　　　上防水の改修

・交付率　　　事業費の4.5／10

※伊万里市地域住宅交付金事業の概要

　・事業期間　平成１７年度～２１年度

　・総事業費　647,440千円

2,166

　防火水槽補修費補助金

・事業費×70％（上限960千円）

＜補修対象地区＞

・交付先　大坪町六仙寺地区、松浦町中通地

　　　　　区、山代町立岩地区

・補助金　2,321千円（差額分は既決対応）

消　防　費

安心
婦人・幼少年消防
クラブ育成事業

1,002
（諸）
1,000 2

　市内の婦人消防隊に対する初期消火活動用消防

ポンプ及び予防活動のための資機材の購入を行

う。

・交付先　大坪町下古賀婦人消防隊

・内　容　軽可搬消防ポンプ、蛍光ジャンパー

　　　　　拍子木､懐中電灯

・財　源　日本消防協会助成金

安心
消防施設整備支援
事業

2,166

1,417

　携帯電話からの119番通報を発信地点の消防本

部で直接受信できるよう機器を整備する。

（代表消防受信方式から直接消防受信方式への変

更）

　積載車格納庫補修費補助金

・事業費×70％（上限640千円）

＜補修対象＞

・大坪分団第４部積載車格納庫

・補助金　640千円

安心

●
携帯119番直接受
信システム導入事
業

1,417

安心 640
●
消防団施設整備支
援事業

640
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特定財源 一般財源
キー

ワード
先端
都市

説 明事 業 費
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

（県）
323

教　育　費

　スクールアドバイザーの配置数、基準等の変更

に伴い減額補正する。

・報償費、旅費　△5,554千円

・補助率　　　　県1／2

・配置基準等の変更

　　配置基準　　各中学校区1名

　　　　　　　　　　　⇒1名／児童生徒1,000人

　　基準単価　　6,000円／h⇒5,500円／h

※配置数

　ｽｸｰﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ2名(青嶺、南波多、滝野、山代

　各中学校区)、他の中学校区については、ｽｸｰﾙ

　ｶｳﾝｾﾗｰ3名で対応

安心
スクールアドバイ
ザー事業

△5,554

760 760

（県）
△2,777 △2,777

　中学1、2年生の到達度テスト等に要する経費を

追加し、より一層、児童生徒の基礎学力の定着度

合いの把握に努める。

・委託料　　　760千円

・委託先　　　市学力向上対策推進委員会

・追加内容　　中学校1、2年生到達度検査

　　　　　　　（国語、数学）

活力
「オンリーワン」
のさが体験活動支
援事業

△1,097
（県）

△1,097

　学級当たりの基準単価の変更等に伴い減額補正

する。

・委託料　　　△1,097千円

・補助率　　　県10／10

・基準単価　　小学校　140千円／学級

　　　　　　　中学校　110千円／学級

活力
学力向上対策推進
事業

　エネルギーに関する教育を推進するため、施設

研修を実施する。

・委託料　　　323千円

・事業実施校　立花小学校（4年生、6年生）

　　　　　　　東山代小学校（2年生）

・施設研修先　佐賀県立宇宙科学館

安心
小学校施設管理事
業

2,500 2,500

　小学校において、緊急的に改修が必要な校舎等

の工事を行い、円滑な教育環境の確保を図る。

・工事請負費　2,500千円

・工事内容　　大川内小学校身障者用便所等改修

　　　　　　　工事

安心
●
原子力・エネル
ギー教育支援事業

323
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特定財源 一般財源
キー

ワード
先端
都市

説 明事 業 費
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

千円 千円 千円

活力
●
学校分収林収益金
交付事業

6,200

5,606

　Ｈ18.3月に開催される全国高校女子ソフトボー

ル選抜大会の運営を円滑に行うため、球技場の改

修等を行う。

・報償費　　参加者等記念品　　　　　691千円

・旅費　　　大会運営協議　　　　　　160千円

・委託料　　大会ＰＲ横断幕作製　　　140千円

・使用料　　会場シャトルバス借上料　315千円

・工事請負費　国見台球技場改修工事

　　　　　　　　　　　　　　　　 15,000千円

・補助金　　スポーツ大会開催奨励補助金

           （交付先：市ソフトボール協会）

　　　　　　　　    　　　　　　　　500千円

安心
中学校施設管理事
業

3,300

6,200

　Ｓ33.1月に分収造林契約がなされた学校分収林
について立木の処分がなされたため、その売却収
益金を造林担当校に交付する。
・交付金　　6,200千円
・交付先　　山代東小学校3,385千円
　　　　　　山代西小学校2,815千円
・分収割合　民収80％　国収20％
※交付金の使途については、今後当該校に必要な
　施設整備等に直接充てられる。

3,300

　中学校において、緊急的に改修が必要な校舎等

の工事を行い、円滑な教育環境の確保を図る。

・工事請負費　3,300千円

・工事内容　　伊万里中学校屋内運動場防水等改

　　　　　　　修工事

7,687

　既存施設の有効活用による社会体育の振興を図

るため、啓成中学校屋外運動場に夜間照明施設を

設置する。

・照明灯　　　4基

・被照明面積　6,000㎡

・補助率　　　国庫補助基準額

　　　　　 　（5,159㎡×2,490円）×1／3

活力

●
全国高等学校女子
ソフトボール選抜
大会開催事業

活力
●
啓成中学校夜間照
明施設整備事業

26,468

（国）
4,281

（起）
14,500

16,806
（起）
11,200

災害復旧費

安心

●
急傾斜地崩壊対策
事業（県営事業負
担金）

4,000

（分）
2,000

（起）
1,800

200

○県営事業負担金　１地区
　・吉田地区
　　L＝101m
　　H＝6.0m

安心

●
土木施設災害復旧
事業（補助、現
年）

30,000

（国）
20,010
（起）
9,900

90

　7月8日～11日の梅雨前線豪雨による災害

　　　河川　13箇所
　　　道路　 4箇所　　　　計　17箇所
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特定財源 一般財源
キー

ワード
先端
都市

説 明事 業 費
財 源 内 訳

事 業 名

千円 千円 千円

314

　3月16日～17日及び7月8日～9日の梅雨前線豪雨
による災害

　　　田　 9箇所

安心

●
土木施設災害復旧
事業（単独、現
年）

9,400
（起）
9,400

　7月8日～11日の梅雨前線豪雨による災害

　　　河川　 9箇所
　　　道路　11箇所　　　　計　20箇所

328

　7月8日～9日の梅雨前線豪雨による災害

　　　ため池　3箇所
　　　道路　　2箇所
　　　水路　　1箇所　　　 計　6箇所

安心
●
農地災害復旧事業
（補助、現年）

安心

●
農業用施設災害復
旧事業（補助、現
年）

11,280

（県）
9,024

（分）
1,128

（起）
800

8,086

（県）
5,660

（分）
1,212

（起）
900

810

　7月8日～9日の梅雨前線豪雨による災害

　　　ため池　1箇所
　　　道路　　1箇所　　　 計　2箇所

安心

●
農業用施設災害復
旧事業（単独、現
年）

900
（分）

90
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